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　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

「つながる　はじまる　中野」を実現するための区政運営を目指します。
　基本構想に掲げる10年後のまちの姿の実現に向けて、目標と成果による区政運営（ＰＤＣＡサイクル）を推進し、予算、職員、施設、財産、情
報等の経営資源が最大限に活用される持続可能な区政運営を目指す。

◆ 令和４年度の組織運営方針

　区の持続的発展を目指した効果的な政策形成を行うため、目標設定の時期や評価・改善の方法の見直しにより、区のＰＤＣＡサイクルの運用を
進め、基本計画における重点プロジェクトの推進や新たに人権及び多様性を尊重するまちづくりの実現に向けた取り組みを行う。

部の経営戦略

企画課のミッション
（使命・役割）

　 対話・参加・協働で、「つながる　はじまる」区政を推進
 ・区政の全体最適化に向けて政策のマネジメントを行う。

 教育に関する総合的な施策について、その目標や施策の根本となる方針を定める教育大綱の改定に向けた検討を進める。

 基本計画の重点プロジェクトを推進するとともに、次年度に向けた政策検討を着実に進める。

 区有施設整備計画に基づく施設再編及び更新・保全を進める。

 構造改革実行プログラムの個別プログラムの実行によって施策・施設・組織の再編を推進する。

 中野区人権及び多様性を尊重するまちづくり条例の推進と内容の普及を図る。

財政課のミッション
（使命・役割）

 持続可能な財政運営に向けて、着実な財源確保とエビデンスに基づく最適な財源投入を行う。

　新たな「財政運営の考え方」を確立する。

　都区財政調整制度の配分割合の見直しへ対応する。

　区財政を意識し、適切かつ効果的な使用料とするための改定に向けた検討を行う。

　公会計情報の区政経営への活用及び決算分析を元にした予算編成手法を確立する。

広聴・広報課のミッション
（使命・役割）

  真のPR（バブリック・リレーションズ）を！
  広く意見を聴き、それらを区民サービスの向上につなげ、区民一人ひとりに必要な情報を届ける。

  （施策や事業の構築・見直しにつながる）広聴機能を強化する。

  区民に届く情報発信力を強化する。

  手続きなどの区民サービスを向上する。

  今後の観光施策を明らかにする。

令和4年度 経営戦略

企画部
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重点事項① 

重点事項②

　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

中野区基本計画で示された事業が円滑かつ効果的に実施されるよう、人員体制、施設管理、契約事務等により事業部を支援するとともに、効率的
に事務改善が進むよう、電子化等の基盤整備を行い、組織力を向上させ、持続可能な区政運営を目指す。

◆ 令和４年度の組織運営方針

２年後に控えた新区役所への移転を円滑に行うため、区役所サービスの利便性と政策の創造性向上を目的として、ペーパーレス等による新しい働
き方への移行や事務の電子化を進める。また、新型コロナウイルス感染症の区政への影響を最小限に食い止め、区民生活を守り、事務の進捗に支
障をきたさぬよう事業部を支援する。

部の経営戦略

総務課のミッション
（使命・役割）

　新区役所への移転や、基本計画に示された各部事業の取組を、区政運営の基本的部分から支援する。

　㈱まちづくり中野21及び㈱中野サンプラザとの緊密な連携により、中野駅新北口駅前エリア再整備に伴う中野サンプラザの閉館に向けた準備を着実に進める。

　個人情報保護法の改正に伴い、個人情報保護条例ほか関係規程の整備を行う。

職員課のミッション
（使命・役割）

　良質な区民サービスを持続的、安定的に提供すべく、有為な人材で構成された組織体制を構築する。
　そのための適切な人事施策（採用、配置、育成、評価、職務環境等）を構築、展開する。

「人材育成基本方針」に基づく戦略的な人事施策の構築、展開を行う。

「職員定数管理計画」を策定する。

施設課のミッション
（使命・役割）

　ユニバーサルデザインや地球温暖化に配慮し、あらゆる人が安全で快適に施設を利用でき、地球環境にやさしい施設整備を行う。

施設の計画・設計・施工にあたっては、快適性の確保、ユニバーサルデザイン、省エネなどに十分に配慮し、実施する。

経理課のミッション
（使命・役割）

　区有資産の有効活用による貸付料等の最適化や運用益の確保と品質の高い公共調達の推進を図る。

公有財産の貸付料・使用料の最適化及び資金運用による運用益確保を進める。

適正な入札・契約による公共調達の品質向上を図る。

防災危機管理課のミッション
（使命・役割）

　・危機発生時における迅速な対応力を強化する。（防災危機管理、防災計画、防災対策）
　・区民の自助、共助による防災行動力の向上を図る。（地域防災）
　・事件・事故のない安全・安心なまちを形成する。（生活・交通安全）

○　中野区危機管理ガイドライン及び中野区政のＢＣＰ（中野区事業継続計画）をはじめ、コンプライアンスや危機管理などの全庁的な基準やマニュアル等を適宜見直す。
○　実効性の高い研修や訓練等の実施により、内部統制の仕組みを有効に機能させ、区のリスク管理・危機管理力の向上を図る。

新型コロナウイルス感染症対策をはじめ、災害弱者対応も含め、避難所における対策について再考し、対応策に応じ検討・充実を図る。

デジタル教材等を活用した「リモート防災学習」と「実働型防災訓練」を組み合わせ、幅広い世代に対し新型コロナウィルス感染防止対策を踏まえた安全で効果的な防災普及啓
発を推進し、区民の防災行動力の向上を図る。

高齢者による自転車事故を抑止するため、警察と連携して交通安全に関する講習会を開催し、交通ルールやマナーの向上を図るとともに、講習会参加者に対して自転車点検
整備費用の助成券を配付し、自転車の安全性の向上を図りＴＳマーク保険（自転車保険）の加入を促進する。

情報システム課のミッション
（使命・役割）

　情報システムを活用して区民生活及び行政サービスの向上を図る。また、基幹システムの標準化等を実現し、行政運営の効率化及び住民の利便性の向上を図
る。

行政手続のオンライン化を推進し、各部における事務の効率化と区民の利便性の向上の両面から指針を策定する。
統合型ＧＩＳの構築、オープンデータの拡充を行うことで、適切な情報発信と窓口事務の効率化を行う。

テレワークシステムやＷｅｂ会議、チャットシステムを整備し、働き方の多様性を実現するとともに、ＩＤＣの再構築、ユニファイド・コミュニケーションの導入、新しい区役所のネッ
トワーク設計を適切に行うことで、新庁舎への移転を契機とした新しい働き方を見据えた情報基盤の構築を行う。

自治体情報システム（基幹業務）の標準化・共通化を推進する。

住民情報連携基盤システムの標準化を進める。

新区役所整備課のミッション
（使命・役割）

　新庁舎移転に向け、区民サービスの向上と新しい働き方を推進する。
　安全快適な庁舎利用を実現するとともに、新庁舎管理の検討を着実に推進する。

建設工事の進捗に応じて、全庁的な連携を取りながら各フロアの総合図・什器・別途工事・移転準備の調整等を着実に実施するとともに、現庁舎での知見を踏まえた建物維持
管理計画、セキュリティ計画、貸出施設の運用計画など、新庁舎開設に必要な各種管理計画について、着実に検討を進める。
※令和６年度５月の移転を見据えた組織体制について本年度、検討を行う必要がある。

ペーパーレス推進をはじめとした、新庁舎移転を契機とした職員の新しい働き方について全庁的な検討を着実に進めるとともに、区民に親しまれ、使い勝手のよい新庁舎とな
るよう、区民共用スペース（主に１階部分）の運用検討や来庁者が便利かつ安心して手続、相談ができる環境整備、業務実施方法の検討を行う。

令和4年度 経営戦略

総務部
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　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

区民生活が支えられ、人と人とがつながり、新たな活力が生み出されるまちを実現します。
　特別区税等の歳入確保や医療保険制度の適切な運営を行うとともに、転出入などの手続のワンストップ化等により、区民の利便性を向上させる。
　区内中小企業者への経営支援や商店街の活性化支援により、にぎわいを生み出すとともに、外国人と相互理解を深め、多文化が共生する地域社会を形成す
る。
　新庁舎移転を見据えて、来庁者の手続の簡素化や利便性の向上など、窓口サービスの改善に向けた準備を進める。
　新興感染症の拡大時などの緊急事態においても、区民生活を下支えするサービスの提供を継続する。

◆ 令和４年度の組織運営方針

常に区民目線で、課題を発見し、業務改善に取り組むことに加え、区民生活を便利に・豊かにする先進的な取組の情報を収集して、関係部署と共
有をするとともに、実現に向けた検討を進める。
職務に関する明確な目標設定と適正な評価等を通じて職員一人ひとりの能力を向上させるとともに、組織を横断する連携協力体制を構築すること
で部の組織力を向上させ、多様化する区民ニーズや社会情勢に的確に対応した効果的な施策を機動的に展開する。

部の経営戦略

区民文化国際課の
ミッション

（使命・役割）

区民生活をサポート　「文化・学び・国際交流」の灯を絶やさない
・部内各課の円滑な事業の実施を支援するとともに、区民が安心して生活できるように支援を行う。
・多文化共生社会のまちづくりを進めるとともに、区民が文化芸術に親しみ、生涯学び続けることができる環境づくりを行う。

新区役所整備を契機とした全庁的な窓口サービスのあり方について、調整を行う。

区民の日常的な困りごとの解決を図るため、法律などの専門相談を実施するとともに、新たな相談ニーズを検証し、相談内容等の充実を図る。

消費生活における被害を防止して、区民が安心して生活できるようにするため、消費生活に関する苦情・相談を受けるとともに、成人年齢引下げに伴う被害の拡大を回避する
ために必要な支援を行う。

文化芸術の振興に向け、総合的に取組を進めるために文化芸術振興に係る基本方針を策定する。

区民の国際理解を深め、多文化共生のまちづくりを総合的に進めるために多文化共生推進に係る基本方針を策定する。

旧中野刑務所正門の修復・移築について、基本計画・保存活用計画に基づき基本設計、実施設計を行う。

戸籍住民課のミッション
（使命・役割）

「住民基本情報」や「戸籍情報」の適切な管理
マイナンバーカードを普及促進し、利便性の高い窓口サービスを推進する。

マイナンバーカード交付体制を強化し、インセンティブの検討を進めることで、マイナンバーカードの普及促進を図る。

戸籍証明書の広域交付や情報連携による戸籍謄抄本の提出不要化などに向けた準備を円滑に進める。

マイナンバーカード所持者の転出・転入手続のワンストップサービスを開始する。

新庁舎に導入する全庁共通発券機を先行導入し、窓口サービスの向上を図るとともに、新庁舎における運用方法を検証する。

税務課のミッション
（使命・役割）

区税収入の確保  
公平公正な税務行政の実現に向け、適切な賦課及び徴収に努めることで区税を確保し、持続可能な区政運営に寄与する。

公平公正な賦課課税を行う。

特別区民税の収入率を向上させる。

デジタル活用の推進により、住民税の収納環境を充実させる。

諸税の収入率を向上させる。

保険医療課のミッション
（使命・役割）

健全な保険運営と医療があなたの暮らしと健康を支えます！
国民健康保険料等の保険料の収納率を向上させ、適切な給付やサービスを提供する。

債権管理一元化のファーストステップとして、国民健康保険料と後期高齢者医療保険料の滞納整理の一体化を行う。

被保険者の納付手続及び納付勧奨のデジタル化を推進することにより、収納率を向上させる。

自治体情報システムの標準化・共通化に向けた取組を推進する。

新庁舎に導入する全庁共通発券機を先行導入し、窓口サービスの向上を図るとともに、新庁舎における運用方法を検証する。

産業振興課のミッション
（使命・役割）

地域経済の活性化で、にぎわいのある中野のまちに！
中小事業者への経営支援、商店街の魅力発信等により、地域経済の成長と新たな活力を創出する。

基本方針の重点プロジェクトに設定されている「活力ある持続可能なまちの実現」に向け、中野区産業振興方針を策定し、地域経済の回復と産業の活性化を進める。

まちのブランディングによる産業の活性化のあり方を検討・構築する。

商店街におけるデジタル化・ＩＣＴ化を促進する。

新産業振興施設について、区内経済団体等と協議しながら具体的な設計や運営等について検討を進める。

令和4年度 経営戦略

区民部
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　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

「子どもの今と未来のために、子どもの権利を保障し、子どもにやさしいまちづくりを進めます」
未来ある子どもの育ちを地域全体で支えるまちの実現に向けて、基本計画における重点プロジェクト「子育て先進区の実現」を推進するととも
に、目指すまちの姿を実現するための子ども・子育て支援、教育活動の取組を実施する。

◆ 令和４年度の組織運営方針

○「子育て先進区」を実現するため、子ども・子育て家庭に対するセーフティネットの強化、子育て・子育ち環境の整備、地域全体で子育てを応
援するための体制の整備に向けて、部・事務局全体で効果的・効率的に取組を推進する。
○「中野区教育大綱」、「中野区教育ビジョン（第3次）」に基づき、子どもたち一人ひとりの可能性を伸ばし、未来を切り拓く力を育む教育をさ
らに推進する。

部の経営戦略

子ども・教育政策課の
ミッション

（使命・役割）
子ども・子育て支援、教育活動の取組を推進するため、政策のマネジメントを行う。

子どもの権利救済機関（子ども相談室）の開設、子どもの権利委員会の設置、条例の推進計画の策定、条例等の普及啓発などに取り組み、子どもの権利条例に関する取
組を推進する。

子どもに関する総合計画を策定する。（子ども・子育て支援事業計画の中間の見直し、子どもの貧困対策計画等の策定）

子ども食堂支援、学習支援事業などに取り組むとともに、ひとり親家庭支援の考え方を取りまとめ、子どもの貧困対策を推進する。

子育て先進区の実現に向けて、子ども政策を強力に推し進めていくための体制拡充について、検討を進める。

子どもと子育て家庭にとって魅力的な環境の整備

子育て関連団体のネットワーク構築の支援の推進

児童福祉審議会及び各部会の円滑な運営

子どもを取り巻く社会状況や教育環境の変化を踏まえ、教育ビジョン（第３次）の改定を進める。

学校運営協議会・地域学校協働の一体的推進体制の構築

区立図書館・あり方計画の策定に向けた検討

子ども読書活動推進計画（第4次）に改訂するとともに、各種事業を通じて子どもの読書環境の充実を推進する。

保育園・幼稚園課の
ミッション

（使命・役割）
多様化する保育ニーズに対応し、質の高い教育・保育サービスを提供する。

保護者の利便性向上とともに保育士が保育業務に専念できる環境を整備するため、区立保育園に保育業務支援システムを導入する。

区立保育園が担うべき役割、将来人口と保育需要の推移、民間保育所の定員充足状況、施設の耐用年数等を踏まえ、区立保育園の適正配置を検討する。

障害児保育の充実に向けて、民間保育所の支援等について検討する。

指導室のミッション
（使命・役割）

教員研修等により教員の資質向上を図るとともに、園・校に対する積極的な支援を通して、教育課題の解決や質の高い教育活動を推進する

１５年間の学びの連続性に着目し、各中学校区の課題解決と学びの充実を目指した連携教育を推進する。

いじめなどの問題解決に向けた取組や不登校・外国籍の児童・生徒への支援の充実させ、生活指導・教育相談体制の充実を図る。

児童・生徒の力を最大限に引き出すために、ICT機器を用いた学習と従来の学習を組み合わせ、児童・生徒一人ひとりの学習状況に応じた指導の充実を図る。

学校図書館機能の充実と読書活動の推進を通して、子どもたちの読書習慣や情報活用能力を育成する。

学校教育課のミッション
（使命・役割）

すべての児童・生徒及び保護者の信頼の下、安心して学べる学校運営について、教育職員の働き方改革推進を踏まえ実践していく

私費会計に関する適正化を図るため、事務処理に係る助言・指導の実施や事務の共同化等について検討を進める。

中野区教育の情報化推進計画に則って、区立学校におけるＩＣＴ環境の整備を推進する。

まちづくりの進展による通学環境の変容とそれに伴い危険箇所が増加する環境下において、通学児童の登下校時の安全確保を図るため、通学路の安全確保対策を推進す
る。

児童・生徒の発達の特性や状況から、より適した就学先の選定を行う。小・中学校全校に設置された「特別支援教室」の適正活用を進める。

子ども教育施設課の
ミッション

（使命・役割）

良好な教育環境・保育環境を整備するため、学校施設の改築を着実に進めるとともに、既存の校舎や園舎、各種設備の維持管理を適切に実施し、学校施設・子
ども施設の維持・向上を図る

少人数指導やICTの活用など、これからの多様な教育活動への対応とともに、地域連携やユニバーサルデザインの視点に立った学校施設の改築を進める。

既存の小学校・中学校の校舎や保育園・幼稚園の園舎においても、教育環境・保育環境の充実に向け、必要となる改修を適切に進める。

子育て支援課の
ミッション

（使命・役割）
多様なライフスタイルやニーズに応じた子育てサービスの充実を図る

一時保育について、必要時に利用できるよう運用改善や、利用手続きの利便性向上を図る。

ひとり親家庭に対する支援の全体像と個別支援策についてわかりやすくまとめ、周知を図る。

現在中学校3年生までに行っている医療費助成を高校生等までに延長するための制度の検討、構築を行う。

育成活動推進課の
ミッション

（使命・役割）
子どもたちの遊び、学び、体験の機会や場を充実させるとともに、若者が、自立・活躍できる社会の実現に向けた取り組みを推進する。

令和4年度 経営戦略

子ども教育
部・教育委
員会事務局
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児童館の環境整備

キッズ・プラザの利用促進及び学童クラブ待機児童対策

乳幼児親子の居場所の確保

若者育成支援事業の推進

プレーパークの展開に向けた検討

子ども・若者相談課の
ミッション

（使命・役割）
子ども・若者及びその家庭に対する適切な支援、サービスの提供を行うとともに、関係機関連携を進める。

養育支援サービスの適切な提供

要保護児童対策地域協議会の強化

若者支援事業の充実

児童福祉課のミッション
（使命・役割）

つなげよう子どもを守るみんなの手　～ふせごう児童虐待～
家族が主体的に子どもの安全を守るしくみをつくることを、あらゆる人と手を携えて支える

地域に身近な児童相談所として、初動から一貫した迅速な対応、地域と連携したきめ細かい対応を実践する。

一時保護所において、できるだけ家庭的な環境の中で子どもの権利が尊重され安心して生活できる体制を整え、一人ひとりの子どもの状況に応じた適切な支援を実施す
る。

社会的養護においても、より家庭に近い養育を実現するため、里親制度を推進する。
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　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　１　要支援者を発見して、相談につなぐ
地域支えあい推進部は、未来に「つなぐ」。　２　関係機関と連携して、解決につなぐ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　３　悩みのある人に寄り添って、希望につなぐ

◆ 令和４年度の組織運営方針

１　すべての人を対象にした地域包括ケア体制の構築　▶　庁内各部・関係機関との連携の強化・拡充
２　相談支援業務のさらなる充実　▶　すこやか福祉センター機能強化、職員の育成
３　アウトリーチ活動の活性化　▶　町会・自治会などの地域公益活動団体との協働推進、区民活動センターの検証と改善

部の経営戦略

地域活動推進課
のミッション

（使命・役割）
 多様性　地域で活かす　”ワンチーム”　　～地域づくりはみんなの手で～

   複雑化・複合化した生活課題を抱える人をはじめ支援が必要な人や潜在的な要支援者を、発見し、適切な相談支援へつなぎ、継続的な見守り、伴走型の支援が提供されるよう関
係機関等と連携した重層的支援体制を構築する。

  公益活動の再開・活性化に向けて、地域資源の掘り起こしや新たな担い手づくりを進め、多様な人材を地域とつなぐための基盤となる中間支援機能を整備する。

  区有施設整備計画を踏まえ、移転・建替（鍋横区民活動センター・昭和区民活動センター）及び新設（温暖化対策推進オフィス跡施設・すこやか福祉センター）の施設整
備を着実に進めていく。

地域包括ケア推進課
のミッション

（使命・役割）
 できることからはじめよう！“オールなかの”の地域包括ケア

  支援が必要なすべての人を対象にした地域包括ケア体制の実現を図るため、庁内関係各課や関係機関との協働・連携・情報共有を積極的に行うなど、総合的な調整機能を発揮す
る。

  認知症の初期の段階から相談、支援、診断が可能となるとともに、認知症が進み、困難な状況にあっても本人及び家族が必要な支援につながる体制づくりのために、これまでの
取組を検証し、新たな取組を構築する。

  在宅療養相談の対応力向上や利用拡大に取り組むとともに、区内・近隣区の医療介護関係機関とのネットワーク　の拡大や強化を進め、ICT等を活用して医療介護連携を
促進する。

介護・高齢者支援課
のミッション

（使命・役割）
 それぞれのくらし。いろいろなサービス。安心の人生１００年時代。

  高齢者が、住み慣れた地域で安心して暮らし続けられるよう、中野区高齢者保健福祉計画及び第８期中野区介護保険事業計画を踏まえ、介護サービスを提供する基盤施設の整
備・誘導を進める。

  介護事業者や関係機関と連携し、労働環境の改善や介護人材の確保・育成を進め、持続可能な介護サービスの提供体制を整えていく。

  高齢者人口や単身世帯の増加、新型コロナウイルス感染症の影響等の社会環境の変化、介護予防事業をはじめ高齢者のニーズを踏まえ、制度の狭間にある課題を分析し、
真に必要な高齢者サービスの構築・提供につなげていく。

すこやか福祉センター
のミッション

（使命・役割）
 つなぐ・見守る・支える！すこやかは　「みんなの心の拠り所」！

  子育て先進区及び地域包括ケア体制の実現に向け、すこやか福祉センターを核とした身近な地域での子育て支援の体制づくりを進め、妊娠から出産、その後の子育て期を見据
え、切れ目ない支援の提供、要支援家庭の発見及び支援などを強化する。

  これまでのアウトリーチ活動の実績を踏まえ、複雑化・複合化した生活課題を抱える本人及びその家族への個別支援や地域活動支援について関係機関とのより効果的な連携を図
り、支援が必要なすべての人へ対象を広げた取組を推進する。

  部の人材育成計画の策定過程において、すこやか福祉センター・区民活動センターに配置される事務職、福祉職及び医療職の担うべき役割を整理し、職員配置の適正化や
人材育成を推進する。

令和4年度 経営戦略

地域支えあ
い推進部



　

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

重点事項⑤

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

重点事項⑤

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

病気や障害、生活困窮であっても、いくつになっても健康的な暮らしを持続し、自らの意思で必要な相談や支援を受け、生き生きと自分らしく生活
することのできる地域社会を目指す。

◆ 令和４年度の組織運営方針

新型コロナウイルス感染症の感染拡大への対応と、感染状況に応じた工夫をしながら事業執行を行う。
区民ニーズを把握し、関係機関と連携しながら、スピード感をもって課題を解決していく。

部の経営戦略

福祉推進課のミッション
（使命・役割）

地域福祉計画などの着実な推進
保健・福祉・医療の効果的な連携を図り、高齢者が安心して暮らせる地域や、区民の尊厳を守り支援する地域の実現を目指す。

判断能力が十分でない区民の権利擁護と高齢者の虐待防止を推進する。

区と社会福祉協議会との連携や役割を整理するとともに、社会福祉協議会への補助金や委託のあり方を検討し、整理する。

中野区基本構想に描くまちの姿及び「健康福祉都市なかの」を実現するために必要な職員の人材育成を進める。

スポーツ振興課のミッション
（使命・役割）

スポーツ活動を推進し、誰もがいきいきと暮らす地域社会
区民一人ひとりが、運動・スポーツ習慣を身に付け、生涯を通じ、健康に過ごせる社会を目指す。

東京２０２０大会のレガシーとして障害者スポーツを地域に根付かせる取組を進める。さらに、トップアスリートによるスポーツの普及啓発に取り組み、区民の自主的なスポーツ活
動の輪を広げていく。

地域住民が主体となる新たな地域スポーツクラブを目指し、クラブの育成や支援に取り組む。

スポーツ施設等の利用促進等に取り組み、区民が運動・スポーツに取り組む環境づくりを進める。

障害福祉課のミッション
（使命・役割）

障害者が安心して暮らせる地域社会
障害のある人が地域で自分らしく暮らせるよう、住まい、サービス、医療、生活支援を提供し、地域包括ケア体制を推進する。

重症心身障害児や医療的ケア児支援のための協議の場の設置及び、医療的ケア児コーディネーターの連携の場を確保する。

重度障害者地域生活支援におけるニーズに応じた施設サービスを再編成する。

障害者の自立した生活を支えるための就労を支援する。

障害者の意思疎通支援を促進するため、失語症者向け意思疎通支援者派遣制度の検討を進める。

生活援護課のミッション
（使命・役割）

困窮から守られる暮らし
コロナ禍の困難な時代を乗り越えるため、区民の生命を繋ぎ、生活を支える。

長期化する新型コロナウイルス感染症の影響を踏まえ、生活困窮者の自立に向けた支援を行う。

稼働能力の見込める方については、早期の就労支援により自立を目指す。

生活保護受給者に対して、適正な保護の実施及び個々の状況に応じた相談支援を行い、経済的、日常生活的または社会的な自立を促進する。

保健企画課のミッション
（使命・役割）

健康を維持推進する暮らし
区民一人ひとりの健康づくりを推進し、健康寿命の延伸と健康格差の縮小を目指す。

子どもから高齢者まで、ライフステージに合わせた食育推進を支援していくため、各ライフステージに向けた食育リーフレットを作成する。

感染症対策に係る関係機関の資質向上と協力体制の強化のためのネットワークを構築する。

４０歳以上の被保険者で過去に生活習慣病と診断され、治療を中断している方に向けてアプローチを行う。

災害時や健康危機の発生時における地域健康危機管理体制を強化する。

医療機関誘致について、誘致医療機関に求める医療機能について検討を行う。

保健予防課のミッション
（使命・役割）

健康不安のない地域社会
医療機関等の関係機関との連携を強化し、感染症対策をはじめとした区民の生命・健康を守る取組を推進する。

新型コロナウイルス感染症等のまん延防止に向け、国・東京都・地区医師会等の関連機関との連携を強化し、感染状況に応じた感染拡大防止策を迅速かつ適切に推進する。

クラスターの発生を繰り返す高齢者施設、障害者施設、乳幼児施設等に対し、平常時・感染拡大時において感染予防や感染拡大防止のための助言や指導を実施する。

新型コロナウイルスワクチンを含む予防接種、風しんの追加的予防接種、ＨＰＶワクチン接種について、区民へ積極的に周知を図り、効率的に接種を進め、感染症に強い社会の構築
を進める。

昨今の社会情勢の変化の影響を視野に、自殺対策計画改定案の作成を推進する。

特定給食施設等への指導や食品の表示に関する相談・指導を通じ、区民の健康維持増進を図る。

生活衛生課のミッション
（使命・役割）

衛生的で環境にやさしい暮らしの推進
衛生的で良好な生活環境を確保し、区民の健康と安全・安心を守る。

愛護動物について、飼い主のマナー向上や適正・終生飼養に向けた支援を行うとともに、飼い主のいない猫対策を推進し、人と愛護動物が共生することができる地域社会の実現
に向けた取組を推進する。

「HACCP」に沿った衛生管理をホームページや講習会等を活用し周知することで、さらに食の安全・安心の確保を図る。

宿泊事業者が適正な管理運営を行うよう、施設への監視指導を実施する。

令和4年度 経営戦略

健康福祉部



　

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

「2050ゼロカーボンシティ」と「ごみゼロ都市」の実現により持続可能なまちをつくる。
　再生可能エネルギー利用への転換や建築物の環境性能の向上により、「2050ゼロカーボンシティ」を実現する。また、区民の不用物の発生抑制
と資源化により、「ごみゼロ都市」をめざす。

◆ 令和４年度の組織運営方針

　第4次中野区環境基本計画のアクションプログラム、第4次中野区一般廃棄物処理基本計画の重点施策、中野区基本計画の重点プロジェクト「活
力ある持続可能なまちの実現」等を推進するとともに、新型コロナウイルス感染症対策の徹底と事故防止により、安全な清掃業務の継続を図る。

部の経営戦略

環境課のミッション
（使命・役割）

脱炭素社会の実現に向けて区民・事業者と協働するとともに、全庁の推進役となる。

ゼロカーボンシティ及び重点プロジェクトの実現に向けた脱炭素社会の推進

区有施設における環境負荷の少ない電力の調達の推進

区民生活における脱炭素化にかかる新規事業の推進

公害の実態把握や機動的な調査・指導等による公害被害の未然防止・早期解決

ごみゼロ推進課のミッション
（使命・役割）

ごみゼロ都市を目指して
(ごみの減量と資源化を推進し、安全かつ安定的にごみや資源の収集・運搬を行う。)

食品ロス削減の推進

新たなプラスチック資源の回収・リサイクルに向けた検討

新型コロナウイルスの感染防止徹底による燃やすごみ、陶器・ガラス・金属ごみ、粗大ごみ等の収集・運搬の継続実施

令和4年度 経営戦略

環境部



　

→

重点事項① 

重点事項②

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

→

重点事項① 

重点事項②

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

〇都市の骨格となる道路や公園などの着実な整備や計画的な維持・管理が行われるとともに、多様なニーズに応じた住宅ストックの活用、利用しやすい
交通環境の整備、魅力ある都市景観の形成が図られ、区民が安心して、快適に暮らすための都市基盤の整備が進んでいる。
〇建築物の耐震化、狭あい道路の拡幅整備などにより、区民の生命と暮らしが守られる災害に強いまちになっている。

◆ 令和４年度の組織運営方針

〇基本構想を踏まえた部の政策課題について、経営資源を最大限に活用し、全体で情報を共有し、成果を検証しながら効率的、効果的に取り組む。
〇職員は、行政のプロとして知識を持ち、自律的主体的に判断し行動できる力を身に付けるとともに、チーム力を発揮し職務を遂行する。
〇リスクに敏感に反応する組織文化が形成され、新型コロナウイルス感染症の感染拡大防止等が実践され業務効率を低下させない職場環境の形成を図
る。
〇資料のペーパーレス化及び地図情報のＧＩＳ化に向けた準備を進めるとともに、当該ＧＩＳ化した地図情報をホームページで公開することにより、区
民サービスの向上及び窓口業務の効率化、円滑化を目指す。

部の経営戦略

都市計画課のミッション
（使命・役割）

まちなかの安全性・快適性の向上に資する適切な土地利用及び都市施設の誘導を図る。

良好な景観形成に向け、区として景観行政に主体的に取り組むため、景観方針を策定し、景観行政団体へ移行するための都との協議及び当該協議に必要な景観計画及び景観条例の
検討を進める。

資料のペーパーレス化、統合型ＧＩＳによる地図情報等の公開及びセルフサービス端末機の導入検討により部内の窓口業務の改善を進める。

道路課のミッション
（使命・役割）

道路・橋梁の着実な整備・改修

無電柱化推進計画に基づく優先整備路線の整備促進へ向けた取組を行う。

避難道路等新設の着実な整備を推進する。

バリアフリー基本構想に基づく道路のバリアフリー化を推進する。

公園課のミッション
（使命・役割）

子どもから大人まで楽しめる魅力ある公園の整備

中野区公園再整備計画を推進する。

中野四季の森公園について、民間活力の導入に向けた準備及び手続き等を行う。

建築課のミッション
（使命・役割）

建築物やブロック塀等の耐震化促進事業の推進及び建築関係法令等の遵守による建築物の安全性確保

建築物の耐震化促進

建築物等の安全性確保

災害に強いまちづくりの推進

交通政策課のミッション
（使命・役割）

誰もが利用しやすく、円滑に移動できる交通環境の整備

地域公共交通計画の策定に向けた検討を進める。

新たな公共交通サービスの導入に向け、実証実験を行う。

自治体間の広域連携によるシェアサイクル事業の実施及び検証を進め、令和５年度以降の方針をまとめる。

自転車利活用に関する計画の策定に向けた検討を進める。

住宅課のミッション
（使命・役割）

住宅ストックの質の向上、適切な維持管理及び有効活用の推進

住宅確保要配慮者の民間住宅への円滑な入居を促進する。

空き家の適正管理の促進と、管理不全空き家の予防に取り組む。

分譲マンションの適正な管理を推進する。

令和4年度 経営戦略

都市
基盤部



　

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

→

重点事項① 

重点事項② 

重点事項③

重点事項④

重点事項⑤

重点事項⑥

重点事項⑦

→

重点事項① 

重点事項②

重点事項③

重点事項④

　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

活力の再生と創出に向けたまちづくりを目指します。
〇西武新宿線の連続立体交差事業を契機とした沿線各駅のまちづくりや地区の特性に応じたまちづくりにより、安全性・快適性・利便性を向上さ
せる。
〇防災まちづくりの推進や地域の防災力の向上などにより、災害に強いまちづくりを進める。
〇中野駅周辺では、多様な経済・文化活動が行われ、新たな活力とにぎわいが生まれるまちづくりを進める。

◆ 令和４年度の組織運営方針

基本計画（重点プロジェクト）の達成に向けて、政策・財政・情報などのマネジメントを適切に行い、施策の優先度に基づく経営資源の配分と着
実な財源確保に努め、安全性・快適性・利便性が向上し、時代の変化に対応したまちづくりを推進する。

部の経営戦略

まちづくり計画課
のミッション

（使命・役割）

安全で安心なまち中野、にぎわう西武新宿線沿線のまちの実現を目指す！
（防災まちづくりの道筋づくりと西武新宿線沿線まちづくりの促進）

地震に関する地域危険度が高く、かつ事業未実施の地域において、新たな防火規制の導入により建築物の耐火性能強化を図るとともに、新たな防火規制だけでは改善されな
い若宮地区における防災まちづくりを促進する。

西武新宿線中井駅～野方駅間における連続立体交差事業の着実な推進と野方駅～井荻駅間における連続立体交差事業の早期実現を促進する。

野方駅～井荻駅間の西武新宿線連続立体交差事業を契機とした野方駅、都立家政駅、鷺ノ宮駅の各駅周辺地区のまちづくり検討を進める。

東中野駅東口周辺地域の住民、商業者等を対象とした意見交換会とアンケートを実施し、まちの課題と住民意識を整理した上で、まちづくりの方向性をまとめる。

まちづくり事業課
のミッション

（使命・役割）

道路と広場の整備、燃えにくい建物を増やして、安全で快適、便利なまちを一歩一歩実現！
（防災まちづくりの推進と西武新宿線連続立体交差事業に合わせたまちづくり・みちづくり）

都市計画道路補助第２２０号線・区画街路第３号線・区画街路第４号線の整備を進める。

都市計画道路補助第２２０号線・区画街路第３号線・区画街路第４号線の整備に向け、用地取得等を推進する。

新井薬師前駅・沼袋駅周辺における新たなにぎわい創出に向けた拠点地区の整備を進める。

上高田一・二丁目及び三丁目周辺地区における災害に強いまちの実現に向けた防災まちづくりを進める。

弥生町における避難道路の整備、不燃化特区制度及び地区計画の活用による建物の不燃化を推進する。

大和町における優先整備路線の拡幅整備及び不燃化特区制度の活用による建物の不燃化を推進する。

南台、平和の森公園周辺地区における地区施設道路の整備及び都市防災不燃化促進事業による建物の不燃化を推進する。

中野駅周辺まちづくり課
のミッション

（使命・役割）

東京の新たなエネルギーを生み出す活動拠点をつくる！
（中野駅周辺各地区のまちづくりを進める）

中野駅新北口駅前エリア再整備をはじめ、相互に機能連携が求められる駅周辺各地区のまちづくりを推進する。 （中野二丁目地区、中野三丁目地区、囲町東・西地区、中野四季
の都市北東エリア、中野駅新北口駅前エリア、中野四丁目西地区、中野五丁目地区）

中野駅西側南北通路・橋上駅舎整備や各駅前広場の整備など、中野駅周辺の都市基盤整備を推進する。

まちづくりの進捗等にあわせて、中野駅周辺における交通関連施策（駐車場地域ルールなど）の取組を促進する。

ハードのまちづくりとあわせて、中野駅周辺で展開するエリアマネジメントの仕組みや推進体制の構築を進める。

令和4年度 経営戦略

まちづ
くり推
進部



　

→

重点事項① 

　部の目標（ビジョン・組織運営方針）

◆ ビジョン（目指す姿）

　会計室の日常業務を通して、各部・局に対する会計事務に関する指導及び支援が、適切に行われることによって、区民の大切な財産である、現
金、有価証券及び物品が適正に出納・保管されている。

◆ 令和４年度の組織運営方針

　定期（財務）監査における指摘や、不適切な会計事務をなくすため、各部・局に対し、適正かつ的確な指導・支援を行うと共に、会計事務の電
子化（財務会計システムの改修）について、新庁舎整備事業及び構造改革実行プログラムを踏まえ確実に進める。

部の経営戦略

会計室のミッション
（使命・役割）

会計事務処理の誤りの根絶を目指し、適切な指導及び支援を継続して行うと共に、効率化、ペーパーレス化のため会計事務の電子化を確実に実行する。

　財務会計システムの改修（設計変更）に伴う仕様の検証と試行について確実かつ適切な処理を進め、令和５年７月の押印廃止を含めた電子決裁の本格導入に向け、課題の抽
出と検証を行う。

令和4年度 経営戦略

会計室


